
 

■ 「暴力にあたる」と思う行為を受けた際の相談相手について 

【 暴力を受けた際、誰に相談したか ：男女別 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「暴力にあたる」と思う行為を受けた際、相談しなかった理由 

【 暴力を受けた際、なぜ相談しなかったのか ：男女別 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友人・知人

家族・親戚

警察

弁護士

同じ経験をした人

公的機関（市や県の相談窓口や電話相談）

民間の相談機関

医師・カウンセラー

人権擁護委員

その他

誰にも相談しなかった

  無回答

22.9

21.1

2.5

1.6

1.5

1.3

1.3

0.8

-

0.8

54.2

8.4

12.1

9.5

1.1

0.5

1.6

-

-

-

-

0.5

69.5

10.5

27.8

26.3

3.2

2.2

1.5

2.0

1.7

1.0

-

1.0

47.4

7.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 n=(607)  

男性 n=(190)  

女性 n=(403)  

(%)

相談するほどのことではないと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

自分さえ我慢すればすむと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

どこに相談したらいいかわからなかったから

そのことについて思い出したくなかったから

相談したことがわかると仕返しを受けると
思ったから

相談員の言動により不快な思いをすると
思ったから

その他

わからない

  無回答

68.1

37.1

20.4

16.1

12.5

8.8

7.0

6.7

6.7

2.4

0.9

7.9

0.3

0.3

78.0

40.9

15.9

10.6

12.9

8.3

9.1

3.8

3.8

0.8

1.5

6.8

-

-

61.8

34.0

23.0

19.4

12.0

8.4

5.8

7.9

8.9

3.1

0.5

8.9

0.5

0.5

0 20 40 60 80 100

全 体 n=(329)  

男性 n=(132)  

女性 n=(191)  

(%)
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（８）防災について 

■ 防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応の必要性 

【 防災・災害復興対策において、男女の性別に配慮した対応は必要か ：経年変化 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 防災・災害復興対策において、性別に配慮して取り組む必要があるもの 

 

【 防災・災害復興対策において、性別に配慮して取り組む必要があるもの ：経年変化 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所の設置・運営体制

被災者に対する相談受付体制

食料、飲料水、医薬品の備えや供給体制

救援医療体制

災害時の正確・迅速な情報連絡体制

その他

特にない

わからない

無回答

84.6

54.1

49.7

46.0

21.5

5.5

-

0.7

0.1

79.2

51.9

49.1

45.7

22.5

6.7

0.6

0.8

0.5

77.4

50.9

50.3

49.8

24.6

5.2

-

1.0

0.7

0 20 40 60 80 100

令和3年度 n=(1,072)  

平成28年度 n=(1,047)  

平成23年度 n=(1,148)  

(%)

《必要がある》 《必要がない》 

令和３年度 (1,468)

平成28年度 (1,433)

平成23年度 (1,607)

45.0

42.7

28.1

28.7

7.0

7.9

5.9

5.7

9.7

11.1

4.4

3.9

(%)
ｎ

49.3 23.8 4.4 5.1 13.4 4.1

必

要

が

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

必

要

が

あ

る

必

要

な

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

必

要

な

い

わ

か

ら

な

い

 

 

無

回

答
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（９）人権について 

■ ハラスメントを受けた経験 

【 受けたハラスメントの内容 ：男女別 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ハラスメントを受けた際の相談相手 

 

【 ハラスメントをうけた際の相談相手 ：男女別 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケア・ハラスメント

自分は受けたことはないが、周囲に被害者がいる

自分も受けたことがないし、周囲にも被害者はいない

  無回答

パワー・ハラスメント

モラル・ハラスメント

セクシュアル・ハラスメント

マタニティ・ハラスメント

性的指向・性自認に関するハラスメント

21.7

15.4

7.2

1.7

0.7

0.6

18.4

41.8

6.9

24.7

10.1

1.8

0.2

0.4

0.7

20.1

45.1

5.7

19.9

18.9

10.5

2.5

0.7

0.6

17.3

40.4

6.3

0 10 20 30 40 50

全 体 n=(1,468)  

男性 n=(563)  

女性 n=(863)  

(%)

友人・知人

家族・親戚

同じ経験をした人

医師・カウンセラー

公的機関（市や県の相談窓口や電話相談）

弁護士

民間の相談機関

人権擁護委員

その他

誰にも相談しなかった

  無回答

37.2

33.9

8.7

4.1

2.5

1.2

0.8

-

10.1

32.0

3.3

22.6

24.4

9.1

4.3

2.4

-

-

-

8.5

44.5

1.8

45.0

38.9

8.7

3.9

2.6

1.9

1.0

-

11.3

24.8

4.2

0 10 20 30 40 50

全 体 n=(484)  

男性 n=(164)  

女性 n=(311)  

(%)
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■ 性的マイノリティの人権を守るために必要なこと 

【 性的マイノリティの人権を守るために必要と思われること ：男女別 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校において、性的マイノリティについて理解を

深める教育を充実する

公共施設や店舗等のトイレや更衣室などを、

性的マイノリティへの配慮の視点を

取り入れて整備する

性的マイノリティが働きやすい職場環境を

整備する

パートナーシップ宣誓制度など、同性カップルを

公認する制度をつくる

性的マイノリティの人権を守るための啓発活動を

推進する

性的マイノリティのための人権相談、電話相談を

充実する

役所への申請書やアンケートの性別欄を

性的マイノリティに配慮したものにする

その他

特にない

  無回答

58.3

36.2

33.9

30.4

28.1

18.3

13.0

2.0

9.5

5.0

56.1

32.1

29.5

21.8

35.5

21.5

12.1

3.0

13.3

3.6

61.0

39.7

37.1

36.7

23.5

16.8

13.8

1.4

7.2

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 n=(1,468)  

男性 n=(563)  

女性 n=(863)  

(%)
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（１０）男女共同参画の推進について 

■ 男女共同参画関連事項の認知度 

【 男女共同参画に関する社会の動きや言葉についての認知度 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n = (1,468)

（ア）男女共同参画社会

（イ）ジェンダー（社会的性別）

（ウ）エンパワーメント

（ク）女子差別撤廃条約

（ケ）配偶者からの暴力の防止及び被害者の
保護等に関する法律（ＤＶ防止法）

（コ）育児・介護休業法

（サ）男女雇用機会均等法

（エ）ポジティブ・アクション

（オ）ユニバーサルデザイン

（カ）性的マイノリティ、ＬＧＢＴ

（キ）デートＤＶ

（シ）女性の職業生活における活躍の推進に
関する法律（女性活躍推進法）

25.3

4.4

5.2

29.1

35.0

16.5

7.2

16.3

23.8

32.5

8.7

55.7

21.5

25.9

35.4

48.6

32.4

34.9

61.1

58.5

52.9

48.6

15.5

70.3

65.0

31.4

12.9

47.4

53.7

19.1

14.0

11.4

39.3

3.5

3.8

3.9

4.1

3.5

3.7

4.2

3.4

3.7

3.3

3.3

(%)
15.5 56.1 25.1 3.3

内
容
を
よ

く
知
っ

て

い
る

見
た
り
、

聞
い
た
り

し
た
こ
と

は
あ
る

知
ら
な
い

 
 
無
回

答
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学校教育の場で、男女共同参画についての

学習を充実する

保育施設や学童保育などのサービスを

充実する

介護や福祉関係の施設やサービスを

充実する

広報紙やパンフレットなどで、男女共同参画に

ついて意識啓発を積極的に行う

セクシュアル・ハラスメントやＤＶ等、

人権に関する相談窓口や支援体制を充実する

政策方針決定の場へ女性を積極的に

登用する

企業などが男女共同参画の推進に

取り組めるよう、情報提供や働きかけを行う

生涯学習の場や地域で、男女共同参画に

ついての学習を充実する

男性に対して男女共同参画についての

意識啓発や家事講座等の学習を充実する

性的マイノリティ、ＬＧＢＴなど性の多様性に

関する意識啓発を行う

女性自身の職業能力の向上を図るための

学習の場を充実する

男女共同参画を推進するための活動拠点を

充実させる

外国人市民が住みやすい環境づくりを

進める

その他

特にない

  無回答

40.3

32.8

31.1

26.6

20.2

19.1

18.1

14.2

11.2

11.0

9.5

8.9

5.6

1.8

5.4

2.9

28.5

33.0

36.0

28.8

23.0

15.6

15.2

13.5

10.0

4.5

12.4

5.9

3.5

1.9

6.4

6.7

27.7

34.2

38.8

29.6

17.5

15.0

18.0

12.2

11.8

-

12.7

8.7

2.7

1.4

5.8

6.8

0 10 20 30 40 50

令和3年度 n=(1,468)  

平成28年度 n=(1,433)  

平成23年度 n=(1,607)  

(%)

■ 男女共同参画社会の実現に向けて市が力を入れるべきこと 

【 男女共同参画社会の実現に向けて、市はどんなことに力を入れたらよいか ：経年比較 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「性的マイノリティ、ＬＧＢＴなど性の多様性に関する意識啓発を行う」は平成28年度調査までは「セク

シュアル・マイノリティ、LGBTなど性の多様性に関する意識啓発を行う」 
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583,989 589,205 592,684 595,495 600,050 603,838 607,105 607,373 605,545 

0.9 

0.6 
0.5 

0.8 
0.6 0.5 

0.0 

-0.3 

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

-200,000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

平成26年 27年 28年 29年 30年 31年 令和2年 3年 4年

人口 対前年増加率
人 ％

（左目盛）

（右目盛）

（各年１月１日現在） 資料：埼玉県「町（丁）字別人口調査」より作成

14.5 

14.1 

13.5 

13.0 

12.4 

12.0 

12.1 

73.3 

70.3 

67.6 

64.4 

63.9 

60.8 

59.2 

12.2 

15.6 

19.0 

22.6 

23.6 

27.1 

28.7 

0 20 40 60 80 100

平成12年

平成17年

川口市 平成22年

平成27年

令和2年

埼玉県 令和2年

全 国 令和2年

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

％

（各年10月1日現在） 資料：総務省「国勢調査」より作成

（１）人口及び世帯 

■ 人口の推移について 

【 川口市の人口の推移と対前年増加率 】

【 年齢３区分別人口構成比の推移 】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 男女共同参画をとりまく現状 
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262,302 
266,902 

270,957 
274,870 

280,069 
285,043 

290,037 
293,582 295,628 

2.23 2.21 2.19 2.17 2.14 2.12 2.09 2.07 2.05 

0.00

1.00

2.00

3.00

200,000

300,000

400,000

平成26年 27年 28年 29年 30年 31年 令和2年 3年 4年

世帯数 世帯あたり平均人員
世帯 人

（左目盛）

（右目盛）

（各年１月１日現在） 資料：埼玉県「町（丁）字別人口調査」より作成

61.7 

60.6 

58.5 

57.8 

55.0 

59.1 

54.2 

8.6 

8.5 

7.0 

6.5 

5.0 

5.5 

6.8 

0.7 

0.3 

1.3 

1.3 

1.3 

1.1 

0.9 

29.0 

30.5 

33.2 

34.4 

38.7 

34.3 

38.1 

0 20 40 60 80 100

平成12年

平成17年

川口市 平成22年

平成27年

令和2年

埼玉県 令和2年

全 国 令和2年

核家族世帯 核家族以外の親族世帯 非親族を含む世帯 単独世帯
％

（各年10月1日現在） 資料：総務省「国勢調査」より作成

■ 世帯について 

【 川口市の世帯数及び世帯あたり平均人員の推移 】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 一般世帯の家族類型構成比の推移 】
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3,784 
4,132 

3,800 

786 

773 

651 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

平成22年 平成27年 令和2年

母子世帯 父子世帯
世帯

4,570

4,905

4,451

（各年10月1日現在） 資料：総務省「国勢調査」より作成

85.7 

76.9 

74.3 
77.4 80.3 

86.0 

76.3 

74.4 
77.7 80.3 

86.6 79.1 
78.1 80.8 82.0 

0

20

40

60

80

100

川口市 埼玉県 全国％

（令和２年10月1日現在） 資料：総務省「国勢調査」より作成

※□付の数値は川口市、■の数値は埼玉県、枠なし数値は全国

■ ひとり親世帯について 

【 川口市のひとり親世帯の推移 】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）労働力率について 

■ 女性の年齢階級別労働力率について 

【 女性の年齢階級別労働力率の比較（川口市・埼玉県・全国） 】
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76.0 

65.0 
62.8 

68.3 
72.4 

85.7 

76.9 
74.3 

77.4 
80.3 

0

20

40

60

80

100

平成22年 平成27年 令和2年
％

（各年10月1日現在） 資料：総務省「国勢調査」より作成

令和2年

平成22年

92.5 91.6 

90.1 89.1 86.0 84.6 

58.4 57.1 59.1 

66.2 

70.8 70.8 
60.0 

93.8 

82.1 79.2 78.2 80.0 

90.7 
87.2 

91.4 91.6 92.2 89.4 

0

20

40

60

80

100

未婚 有配偶 死別 離別
％

（各年10月1日現在） 資料：総務省「国勢調査」より作成

離別

有配偶

未婚

死別

【 女性の年齢階級別労働力率の推移（川口市） 】

【 配偶関係別－女性の年齢階級別労働力率の推移（川口市） 】

  

-35-



 

20.3 20.3 20.7 
22.1 22.1 

26.2 26.2 
24.4 

26.2 26.2 

0

10

20

30

平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年

埼玉県 川口市

％

（各年4月1日現在）

資料：埼玉県「男女共同参画に関する年次報告」

27.0 27.6 28.1 28.4 28.6 
26.7 

28.4 28.3 
27.3 27.7 

0

20

40

平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年

埼玉県全体 川口市

％

（各年4月1日現在）

資料：埼玉県「男女共同参画に関する年次報告」

（３）政策決定過程における女性の参画について 

■ 市の政策決定過程における女性の参画について 

【 議員に占める女性の割合 】           【 審議会委員に占める女性の割合 】
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38.7 40.4 40.8 41.2 40.8 
40.8 41.1 41.2 41.5 40.9 

0

20

40

60

平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年

埼玉県全体 川口市

％

（各年4月1日現在）

資料：埼玉県「男女共同参画に関する年次報告」

13.6 14.1 14.4 14.9 15.5 

11.0 
12.6 12.0 12.2 

16.0 

0

10

20

30

平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年

埼玉県全体 川口市

％

（各年4月1日現在）

資料：埼玉県「男女共同参画に関する年次報告」

■ 庁内の職員に占める女性の割合について 

【 職員に占める女性の割合 】         【 課長級以上の役付職員に占める女性の割合 】
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4.8 5.1 4.8 5.1 5.3 

1.3 
1.7 

2.6 

4.3 4.7 

0

5

10

15

平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年

埼玉県全体 川口市

％

（各年4月1日現在）

資料：埼玉県「男女共同参画に関する年次報告」

9.5 9.9 11.2 
12.9 12.2 10.9 10.9 

12.7 12.7 
11.1 

0

5

10

15

20

25
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％

（各年4月1日現在）
資料：埼玉県「男女共同参画に関する年次報告」

（４）コミュニティや防災会議における女性の参画について 

■ 自治会長に占める女性の割合について 

■ 防災会議委員に占める女性の割合について 

【 自治会長に占める女性の割合 】          【 防災会議委員に占める女性の割合 】
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ＤＶ その他

資料：川口市男女共同参画年次報告書

(件)

年度

（５）女性のための悩みごと相談について 

■ 女性のための悩みごと相談について 

 

 

【 女性のための悩みごと電話相談 件数の推移（川口市） 】
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